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一液水性架橋型 エポキシ変性カチオン系プライマー  
 

       

                

    フフロローーンンＮＮＳＳププラライイママーー        
  

フフロローーンンＮＮＳＳププラライイママーーはは、、フフロローーンンヌヌルルササッットト専専用用下下塗塗りり材材でで、、１１液液エエポポキキシシ  

変変性性カカチチオオンン系系樹樹脂脂をを主主成成分分ととししたた、、水水系系のの下下塗塗りり材材でですす。。  

 

特 長 
11..  ココンンククリリーートト・・モモルルタタルル面面にに対対しし、、優優れれたた密密着着性性をを発発揮揮ししまますす。。 
22..  既既存存塗塗膜膜にに対対ししてて優優れれたた密密着着性性をを発発揮揮ししまますす。。 
33..  水水希希釈釈のの必必要要がが無無くく、、原原液液ののままままハハケケ、、ロローーララーー施施工工がが可可能能でですす。。 
44..  カカララーーククリリヤヤーーのの為為、、塗塗装装ししたた範範囲囲がが判判別別ででききまますす。。  

 
用 途 

フフロローーンンヌヌルルササッットト施施工工時時のの、、 
11.. ココンンククリリーートト・・モモルルタタルル用用下下塗塗りり材材  

22.. 劣劣化化がが著著ししいい既既存存塗塗膜膜面面上上塗塗りり施施工工時時のの下下塗塗りり材材  

  
※既存塗膜への密着性（劣化した既存塗膜面塗装の際） 

●水系アクリル樹脂塗料 ●溶剤系アクリル塗料    ●エポキシ樹脂塗料  

●ウレタン樹脂塗料   ●アクリルウレタン樹脂塗料  

※  既存塗膜は必ず目荒しを行って下さい。ウレタン防水材など軟質ウレタン塗膜への使用は

ワレの原因となりますので避けて下さい。 

※  色がついた下塗り材の為、フローンヌルサットクリヤー艶有、艶消にはご使用できません。 

 

容量・荷姿・塗装面積 
 

容 量 色 相 標準塗装面積 

 １５㎏（石油缶入り） グリーン系 

カラークリヤー 

  ０．１５㎏／㎡ １００㎡／１回塗り（コンクリート面） 

  ４㎏（ポリ缶入り）   ０．１５㎏／㎡  ２６㎡／１回塗り（コンクリート面） 

 
乾燥時間 
 

 

 

 

               

東東日日本本塗塗料料株株式式会会社社  

温 度 １０℃ ２３℃ ３０℃ 

上塗り可能時間 ６時間以上 ２時間以上 １時間以上 



 

 標標 準準 施施 工工 仕仕 様様   
フフロローーンンヌヌルルササッットトココーーテティィンンググ工工法法（（ココンンククリリーートト・・モモルルタタルル面面））  

 ※吸い込みが激しい場合は、再度フローンＮＳプライマーを塗布して下さい。 

 

 注注 意意 事事 項項   
1. 下地の砂、ゴミ、ホコリ、油等を完全に取り除き、下地との付着を高めるため、事前にポリッシャー・サ

ンダー・研削機にて下地調整を必ず行って下さい。また、新設コンクリート、モルタル面の表面には、レ

イタンス（遊離アルカリ）による脆弱層が形成されるため、密着不良の原因となります。必ず、ワイヤー

付きポリッシャー等でレイタンス層を完全に除去して下さい。また、刷毛引き仕上げコンクリート面に施

工する際は、当社までお問合せ下さい。強度が低いモルタル・セメント系下地調整材は、破壊される事に

より剥離する場合がありますので使用しないで下さい。 

2．コンクリート・モルタルの養生不足は、水分の影響によりフクレ・硬化不良を、またアルカリの影響により、密着不良

を招く場合があります。コンクリート・モルタルは打設後、常温乾燥で夏期３週間以上、冬期４週間以上の期間が必要

です。目安として、含水率が高周波水分計ケット社製ＨＩ－５２０・ＨＩ－５２０－２で測定し、コンクリートレンジ

の表示値が５％以下、かつ pH９．５以下になってから施工して下さい。また、降雨直後で下地が水分を含んでいる場合

は、２日以上乾燥させて下さい。 

3．コンクリート・モルタルに発生した亀裂は、Ｕカットしてフローンエポパテ等にて充填し亀裂面が平滑になるように研

磨して下さい。 

4．カチオン系ですので他の塗料との混合は出来ません。 

5．中毛ローラー、ハケなどの施工道具は、他の塗料との共用を避け、使用後は充分に水洗いを行って下さい。 

6．他の容器に移す場合は、プラスチック容器を使用して下さい。金属容器を使用すると錆が発生する可能性があります。 

7．金属部への塗装は行わないで下さい。また、被塗物のまわりに金属部位がある場合は、塗料が付着しないように養生を

行って下さい。 

8．直接皮膚に触れないように充分に注意して下さい。もし、触れた場合は、ウエス等で充分に拭き取り、中性洗剤で洗っ

て下さい。 

9．フローンＮＳプライマーは、水を希釈剤としている為、凍結する恐れがあります。凍結したものは、正常な塗膜が得ら

れないことがある為、凍結させないように保管して下さい。 

10．材料の保管、取り扱いについては、消防法、労働安全衛生法、その他に基づき充分な管理をお願いします。 

11．動植物に影響を及ぼす可能性がありますので、施工時及び施工後の換気を充分に行って下さい。 

12．塗料、塗料容器、塗装具を廃棄するときは、産業廃棄物として処理して下さい。容器、塗装具などを洗浄した廃液は、

そのまま地面や排水溝に流すと環境に悪影響を及ぼす恐れがありますので、廃水処理場などの施設に持ち込むか、産廃

処理業者に処理を依頼して下さい。 

  ※ アレルギー性等の特異体質，皮膚過敏症や呼吸器系疾患を有する人は、取扱いを避けて下さい。 

（呼吸困難や喘息を引き起こす恐れがあります。） 

   容器に表示されている注意事項をご参照の上、安全に施工して下さい。 

   詳細な内容が必要な場合には、安全データーシート（ＳＤＳ）をご参照下さい。 

   SDS は弊社 HP にて閲覧、ダウンロードしていただけます。トップページから製品情報のページに 

アクセスし各種 SDS 一覧をご参照下さい。 

 

 

工程 材料名 
使用量 

㎏/㎡ 

上塗可能時間 

（２３℃） 
備        考 

１ 素地調整 ─── ───── ※施工上の注意事項をご参照下さい。 

２ フローンＮＳプライマー 0.15 ２～４８時間 原液のまま、中毛ローラー、ハケにて塗布。 

３ 
フローンヌルサット 

水道水 

0.15 

0.006 
２～４８時間 

Ａ液：Ｂ液＝１０：１（重量比）の割合で 

計量、混合、水道水で４％希釈、撹拌後、 

中毛ローラー、ハケにて塗布。 
４ 

フローンヌルサット 

水道水 

0.15 

0.006 

歩行可能時間 

：２時間以上 

重作業可能時間 

：８時間以上 

CCAATTAALLOOGG  2024.04 
＊製品改良のため予告なく、仕様、性能を変更する場合がございます。 

本書に収録したものの一部または全部の無断複製、転載を禁じます。 
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